	２４年度 第４回理事会議事録


１)日  時  平成２４年１０月２４日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部養悦、山田文夫、前谷津文雄、
立花　茂、長谷川圭三、村井　均、
引地健生、沼田仁志、白鳥久也、佐々木昌浩、
佐藤益弘、本舘広樹、山中一臣、阿部茂人、
小山　洋、高橋聖一、渡邊信二、門間　稔、

斉藤雅伸、大山勝彦、三浦康弘
欠席者　　稲見清和、大友　一匡、安彦　茂、
中島章裕
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　　山田副会長
７)議事録署名人　　斉藤、白鳥
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
１０月１０日（水）　第７回常務理事会
１０月１３日（土）　会館清掃（OB部）

１０月２０日（土）　日本診療放射線技師会女性サミット

１０月２０日（土）　大崎市健康まつり

　　～２１日（日）　　（第７回「健康と福祉まつり」
１０月２４日（水）　第４回理事会
１０月２７日（土）　ピンクリボンスマイルウオーク
１０月２９日（月）　放医研研修会

　　～３１日（日）

１１月　２日（金）　東北地域会長会議

１１月　３日（土）　第２回東北放射線医療技術学術大会

　　～　４日（日）

１１月　９日（金）　第4支部臨時総会･勉強会

１１月１３日（火）　医療画像展　電力ビルアクアホール

　　～１７日（土）

１１月１４日（水）　第８回常務理事会
１１月１７日（土）　第1支部総会・講習会
宮城消化管撮影技術研究会

１１月１８日（日）　静脈注射抜針講習会
　　　　　　　　　　　第3支部総会・研修会　

１１月２１日（水）　第６回スキルアップカンファランス
１１月３０日（金）　第２支部総会･施設見学会

１２月　１日（土）　第２１回総合学術大会
　　　　　　　　　　　ＯＢ部総会・情報交換会

１２月１６日（日）　医療画像展　多賀城市高橋地区

②全国会長会議報告

　平成２４年９月２９日（土）、名古屋国際会議場

1． 会員動向について

前年度より２００人ほど会員が減っている。会員入会促進に努めてもらいたい。

2． データベースの進捗状況

平成２５年度までに次期システム導入を検討している。次期システム導入にあたり、
会員情報をシンプルにしながら、都道府県放射線技師会会費の納入管理の統一化を検討する。

3． 学術企画関係の開催について

日本診療放射線技師が主催する講習会は２０人以下の参加の場合中止とする。

4． 会員カードの発行について

　新しい会員カードを作成し、来年度から使用できるようにする。マスター・シニア・アドバンス・普通の4種類
５．看護師の特定医行為について

　看護師特定医行為について、中医協からのアンケートに回答した。

６．学術大会開催地の案内

２９回学術大会は島根県、30回は大分県で開催。
③議　題

協議事項
１．新法人移行の進捗状況について
　８月１４日、医療整備課が確認を行い、私学文書課に申請書が上げられ、9月中旬、私学文書課より、書類の再提出の指導を受け、10月３日に電子申請の許可が下り、最終的に10月5日に電子申請を行った。その後また修正指導があり、今後は１１月頃に移行法人認定等委員会の審査が行われる予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
２．会費未納会員について
　第３回理事会で決定した長期会費未納者対応の内容
を、９月10日に３年以上の未納者33名に対して
「９月３０日をもって４年以上未納の会員は除籍処分と
する。但し、除籍の決定は１０月の理事会で決定する。」

の文書を通知した。
9月30日までに3名の会員から納入があり、10月以
降にも2名の会員から納入があった。期限外の納入者の取り扱いと、今後除籍処分の期日をいつにするかについて議論して頂きたい。
· 通知を受けて納入された会員がいたので、もう少し未納者に働きかけて除籍処分の期日を12月末日に　してはどうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 再度、除籍処分の日時を12月末日と明記して通知することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
３．日本診療放射線技師会生涯教育カウント申請について

日本診療放射線技師会生涯学習カウントの申請は今
年度から県技師会主催で行っている研修会等だけでなく、メーカー主催の研究会、各支部で行う研修会・活動
なども申請対象になった。しかし、今年度はまだ一件も

申請がされていなく、今後、積極的に申請していく上で

本会が研修会等についてリストアップしておき、本会が
申請することを提案したい。

これには、研究会主催者に日本診療放射線生涯教育カウント申請の許可を取る必要がある。研究会主催者に対する生涯学習カウントについて賛同して頂く依頼文（案）を作成した。合わせて検討していただきたい。

　申請方法は、開催する一ヶ月前に生涯学習ポイント申請書（１）とプログラムを提出して、会の開催前日に参加証を提出する。その後、会終了後に出席者名簿のコピーを総務部に送ってもらい、一週間以内に名簿内から会員の申請を行なう運びとなる。

· 生涯学習カウントの申請に貢献できるので良いと思うが、総務・教育委員に負担がかからないか。

· 名簿から名前を検索すると登録できるシステムがある。負担はかからない。今年度中に依頼文を提出して、来年度から実施したいと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

４．第２１回総合学術大会について
　日時：平成２４年１２月１日（土）、13時～

　場所：宮城県建設産業会館

最終プログラム案を作成した。このプログラムで進めたいと考える。
プログラム案
１３：００　～　１５：００

スキルアップカンファレンス・ダイジェスト

座長：斉藤　雅伸（仙台医療センター）

　　　　　　　　　　　　：繁泉　和彦（東北厚生年金病院）

１．頭部領域　　：　脳卒中を撮る

　　　　　　　　　　　　　　　大友　一匡（広南病院）

２．胸部領域　　：　①意外と知らない気胸の診断～治療まで

②肺がんに特徴的なＣＴ画像所見を知ろう

　　　　　　　　　　　　　　　塚原　真人（仙台厚生病院）
３．腹部領域　　：　診療に役立つ腹部画像の見方
　　　　　　　　　　　　　　　小野　勝範（東北大学病院）

４．救急撮影　　：　救急医療における画像検査の役割

　　　　　　　　　　　　　　　高橋　大樹（仙台医療センター）
１５：１０～　１７：００

シンポジウム
　　　　　　　　　　座長：前谷津　文雄（泉病院）

　　　　　　　　　　　　　：小山　洋　（宮城県がんセンター）

　「診療放射線技師の業務拡大について」

１．教育者の立場から
　　　　　　　　　　　　　　細貝　良行（東北大学保健学科）

２．日本診療放射線技師会の最近の動向　
北村　善明（ＪＡＲＴ理事）
３．一般の立場から　　　　前野一雄　

（国際医療福祉大学医療福祉マネジメント学科教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

５．線量計の貸し出しについて

　第３回理事会で提案した電離箱サーベーメーターの貸し出しに付いて、貸出しで破損した場合、責任・負担等の問題が生じたが、測定器に「動産保険」という保険を掛けられることが判った。
　機械は年数が経つと保険の対象にならないことがあるが本会の線量計は保険の対象となった。保険金額については、機械ごとに上限がある。漏洩線量測定の測定器全体で年間掛け金が14,000円となる。
　また、いろんな形で保険の対象になる事から、この際、
漏洩線量測定班メンバーに関しても派遣時に保険を掛けられるような見積もりをお願いしている。
　今後、見積もりを検討して頂き、貸出しに関わる受け渡しの方法や、借用申請書の案を作成することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
６．会報第７９号の発刊計画について

①　第７９号は第２１回総合学術大会を特集として掲載

し、連載１，２、施設・新機種の紹介を予定している。
　　連載１の放射線検査案内は「乳房撮影（マンモグラフ

ィ）」について紹介する。施設紹介は石巻赤十字病院か

ら承諾を頂いた。新機種紹介においては、前回紹介した

「コニカFPDポータブル撮影装置」の第２報として、東北

大学病院での使用経験を紹介することとなった。

　以上、内容について要望があればお願いしたい。

· 文化の日表彰を受賞した成澤さんに授賞報告として一言お願いしてはどうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
· 役員選挙があるため、会告に立候補者を掲載して頂きたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

　②　発行までの計画
原稿締め切り：１２月２５日　　入稿　：　１月１１日　　校正：　１月２２，２３日　　印刷：　１月２５日

袋詰め：１月２９日　　発送：　１月３０日　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承　

７．放医研研修者の推薦について
宮城県医療整備課より「保健医療関係者、教育関係者等に対する放射線の健康影響等に関する研修」の研修会に参加する方の推薦依頼が来た。

研修期間は平成２４年１０月２９日から１０月３１日の３日間である。

カリキュラムの特徴は、福島第１原子力発電所の事故による環境及び食品等の現在の汚染状況を含めた放射線に関する知識の習得と心理的影響等を網羅した想定問題をグループ討議し、模擬発表する演習である。

本会としては、これまでの経緯から村井法人部長を推薦した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
８．日本診療放射線技師会からの功労賞表彰の推薦について

　功労賞は日本診療放射線技師会の理事等を長年務めた会員を推薦することとなっている。　今年度本会からの該当者は無く見送ることとした。　　　　　　　　　了承
９．日本診療放射線技師会からの永年勤続表彰推薦について

　日本診療放射線技師会から永年勤続（３０年・５０年）の表彰依頼が来ている。推薦条件は日本診療放射線技師会では平成２３年度まで会費を完納している方、宮城県放射線技師会は会館拠出金を納めている方を推薦することとなっている。　上記の条件を満たしている会員を調査した結果、30年は11名を推薦する。50年については今回該当者がいない。手続きは表彰委員会で行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
　各部・委員会報告事項
１．総務部
①　放射線管理者研修会の会場変更等について
　日時は平成25年３月2日(土)、午後1時から6時

　開催場所を情報･産業プラザ（AER）6階セミナールームに変更した。

　「チームステップス：Team　STEPPS」の講師として　　

　立教大学　社会学　社会学科教授　大生　定義先生にお受けして頂いた。

②　平成２４年度文化の日表彰について
　本会から推薦していたOB部の成沢　順氏が宮城県知事賞の受賞者（文化の日表彰）に決定した報告を受けた。報道機関への発表は１０月１２日である。
２．法人部
①　平成２４年度ピンクリボンスマイルウオークについて
　９月２９日（土）　街頭キャンペーンに２名参加

１０月２７日（土）　スマイルウオーク参加者募集中

会場係の要請があり、みやぎ県南中核病院の高橋聖一氏・八木橋郁子さんが対応する。

②　MARTに寄せられたメール被ばく相談

　　小児CT検査への不安（1件）に対応した（１０/３）。

3 若林区役所にて被ばくについての講演
９月２０日(木)、若林区役所職員に対して「放射線被ばくのリスクと健康影響について　－知ることが対応の第一歩―」と題して村井法人部長が講演。
若林地区は津波被害の多い地区であったが、アンケートの結果では多くの方から放射線被ばくについて参考になったとの意見を頂いた。

④　大崎市健康まつり医療画像展の報告
10月20･21日（土･日）の2日間、第7回「健康と福祉

の集い」においてり医療画像展及び被ばく相談会を開催した。来場者数は4５0名、古川祭り等が重なり昨年よりは若干少なかった。原発事故における被ばく相談者は地域性なのか数名の方にパネル展示での中で説明を行った。この報告は、会報79号でも報告する。
⑤　医療画像展の準備状況について

仙台市　11月13日（火）～１７日（土）

　第3支部、第２支部で実行委員の手配中。

　17日は宮城県臨床検査技師会も超音波装置持参で

参加決定である。ポスターを作成中である。ポスターには後援者を載せない形で作成する。
多賀城市　12月16日（日）１３時から１６時

　第２支部と法人部で実行委員を手配中である。ポスタ

ー案を検討中で、11月28日の多賀城市だよりと一緒に

回覧する予定である。
11/１７，１２/１６の骨密度測定装置の借用を予約した。

⑥　愛知県秋季学術大会報告
　９月２８日、放射線管理士分科会にて「原発事故の不

安にどう向き合うか」と題して講演を行った。
　９月２９日、JART災害対策委員会企画にて「宮城県

南地区での被ばく相談活動報告」のパネル発表を行った。今年度中にJARTから「医療被ばくと福島原発事故の被ばくに関するQ＆A」が医療科学社から出版される。

⑦　宮城県から被ばくセミナー後の相談会への

派遣依頼について
　　宮城県が主催する被ばくセミナー後の相談会に昨年
参加し、今年も依頼が来た。今回は7会場で8回開催す

る計画である。各相談会に１０名ずつ派遣してほしいと
の依頼がきている。平日の開催となる為、１０名の確保
は難しいと連絡している。気仙沼市、石巻市などの遠い
地区があり、協力を頂いて対応していきたい。
３．学術部
①　第５回スキルアップカンファレンス報告
９月１９日（水）、１９時、仙台医療センター

　胸部領域　肺がん病期分類
　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　直人（仙台厚生病院）

　腹部領域　イレウス　　　小野　勝範　（東北大学病院）

参加者３７名（会員：２６名、非会員：１１名）

これまでの参加状況
第１回参加人数　１０５名（正会員50名、非会員５５名）

第２回参加人数　　６８名（正会員４１名、非会員２７名）

第３回参加人数　　６２名（正会員３７名、非会員２５名）

第４回参加人数　　４４名（正会員３０名、非会員１４名）

②　第６回のスキルアップカンファレンス案内
１１月２１日(水)に開催する。
　内容は、
急性腹症　：　吉川　陽子　（仙台医療センター）

脳梗塞：　大友　一匡　（広南病院）
③　医療画像情報精度管理士講習会報告

　９月２３日に開催、２３名の参加があった。

（宮城１４名、山形３名、福島３名、秋田３名）

④　「静脈注射（穿刺行為は除外）に関する講習会の

　申し込み状況

　１１月１８日（日）、会場東北大学病院
　10月15日現在、41名の申込みがあり

　講師は広南病院の看護師にお願いした。

４．広報部
①　ホームページのドメイン契約更新について
　ドメイン契約更新について、第７回常務理事会での審議で2年毎の更新（10,920円）とし、10月18日に更新手続きを完了した。
2 メーリングリスト、メールマガジンの設置について

メーリングリストを順次設定作業を行っている。メーリングリスト８つのうち５つを設定したが、まだメールアドレスを頂いてない部署があるのでメンバーのメールアドレスを提出してほしい。
メールマガジンについては、第４支部は完了した。他

の支部ごとのリストを集計中で順次設定している。
メールマガジンが全部設定されると、ホームページへ

のお知らせがホームページにアップすると同時にメールマガジンで会員にお知らせができるようになる。今後、このような運用を行なっていきたい。
3 各部・各支部で広報活動を行い時は、広報部に原
稿を出して頂きたい。原稿を出してもらえれば、2・3日中にホームページにアップし、広報活動を活発に行って行きたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
５．福利厚生部
①　平成２４年度ピンクリボンスマイルウオーク参加状況

　　参加者：１７名（会員１５名、会員の子供が２名）分の

　　申し込み手続きを終了した。まだ受付を行っている。

　　５ｋｍコース10名、１０ｋｍコース7名

②　結婚御祝い金（１０月）

　　　第１支部　高田　智子（大崎市民病院）
６．宮城県放射線技師会上半期中間監査報告　

１０月９日、技師会館において、事業内容・会計監査等、4月から９月までの2４年度中間監査を行なった。

後日報告書を会長に提出する。
会員数が昨年度同時期に比べ８名減っている。会費の納入率は５７．９％と昨年度同時期に比べさらに低くなっている。会費未納者に対して督促をお願いしたい。
金銭の出納については正確に管理されていることを認めます。会務の運営に当たっては熱心に議論をされ役員の皆様に敬意を称します。
７．事務局報告

①　会員異動

１．　新入会　　　
　草薙　啓　　　仙台オープン病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和大学診療放射線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門学校H２１年卒
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

　　佐藤　千春　　仙塩総合病院　　　→　自宅
４．　転　出　
　　秋葉　恵　　　宮城県対がん協会　

　　　　　　　　　　→　大原総合病院附属大原医療センター

５．　転　入　　なし
６．　退　会　　　なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員総数　　５４１名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
８．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時３０分閉会となる。

２０１２年　１０月　２４日

議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞

議事録署名人　

理事   斉藤雅伸　　㊞

理事  　　白鳥久也　　㊞

